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　本会議の前日６月１８日（金）に、本学主催の「官民対話」を米子市のコン

ベンションセンター小ホールで開催しました。

　この企画は、日本・アジア・太平洋地域の閣僚・官僚５名、日本の基幹産

業代表５名、地元産業界代表２名、学界代表３名（内本学より加藤学長、早

原理事の２名）の１５名のパネリストが一同に会し、環境政策への取り組み

についてパネルディスカッションを行うという類のないものでした。加藤

学長の開会挨拶の後、片山鳥取県知事よりご挨拶をいただきました。

コーディネータのアジア・太平洋エネルギーフォーラム末次代表幹事（米

子市出身）の司会で、前半は「循環型社会（資源リサイクル）への政策課題

の選択と実施」というテーマで、後半は「技術開発及び普及への政策課題」

又は「地球気候変動へのアジア・太平洋地域の官民協力の課題」の２つの

テーマでディスカッションが進行されました。

　本学からも学生・教職員約３０名が参加し、当日の入場者数は予想を上

回る約４５０名でした。

県、市長会、町村会、商工会議所連合会、地元産業界をはじめ、多くの方々

の支援のもとで、地域社会貢献ができましたことをこの場をお借りして感

謝申し上げます。

「持続的な社会開発のための官民対話」を主催！

鳥取環境大学

鳥取情報ハイウェイ

米子会場

　６月１８日（金）午後から米子コンベンションセンターにおいて、鳥取県

主催による「環境教育シンポジウムinとっとり」が開催されました。この

中で、環境教育の具体的取組みの紹介として、若葉台小学校４年生約９０

名に対し本学学生が講師となり、ゲームや紙芝居劇、班発表などを通じて

ゴミ分別とリサイクルについて学習を深める様子が、高速大容量の鳥取

情報ハイウェイを使って本学から米子市の会場へ生中継されました。

環境教育シンポジウムinとっとり
～地球への思いやり ＴｏｔｔｏｒｉからＡｓｉａへ～

エコアジア２００４エコアジア２００４
環境省が主催するアジア太平洋地域の非公式環境大臣会議。この地域における環境分野で

の協力推進のため、各国の環境大臣が自由に意見交換を行うもの。

第１２回目となる今回は鳥取県米子市で開催。本学も世界へのアピールの機会として、加藤

学長の本会議への参加並びに併催事業の主催と協力を行い、会議を盛り上げました。

エコアジア２００４で鳥取環境大学をアピール！

エコアジアとは？

●エコアジア「官民対話」の内容は、民放テレビでも後日、放映されました。

鳥取環境大学と
若葉台小学校の環境教育の様子を生中継！

（鳥取県主催）

元気に発表する若葉台小４年生の児童学校間連携による環境教育・学習の成果
を米子会場へ向けて報告。左から環境政
策学科：石川助教授、若葉台小学校：松本
教諭、環境デザイン学科３年：日淺裕さん

講師を務めた環境政策学科３年：佐々木
重則さん

米子会場で発表する環境政策学科４年：
草刈亜衣さんと同学年３年：橋口卓郎さん

学生の指導で、ゴミ分別ゲームを行い、
楽しみながら正確な分別を身につける
と共に、分別したゴミの行方を学習し、
分別への理解を深めました。
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